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こうりん 平成 26年 7月 1日第 82号　

　檀信徒各位
大施

せ が き

餓鬼法要のご案内
　
　聖　名　酷暑三伏の候と相成りました。
　皆々様にはご健勝の事とお慶び申し上げます。
　お盆の季節を迎えるに当たり、勤められてまいりました大施
餓鬼法要を、今年も浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下
記のとおりつとめます。ご多忙の処とは存じますが、お繰り合
わせご参詣下さいますようご案内申し上げます。　　　合　掌

平成 26年 7月上浣

　　　　　　　　　　　　　　　無量寺　住職　堤　俊翁　拝

※期　日　　7月 15日（火曜日）午後 1時よりご回
えこう

向
　　　　　　　　　　　　  　　　午後 2時より法　話　

　  ※布教師　　藤野　良海　師　（神崎市　浄圓寺御住職）

※ご回向料　
　　　　特別塔

とうば え こ う

婆回向　1霊　10,000 円　以上
　　　　　　今年初盆を迎えられるご先祖様
　　　　　　　特に志される霊位
　　　　　　（塔婆を持ち帰ってお盆までお祀り下さい）
　　　　普通回向　　　1霊　1,000 円　以上　ご志納下さい。

※お供え料　随意ご志納下さい。
　　　法要および日々のご本尊様のお供え、お花代等にさせていただきます。

特別塔婆回向を申し込まれる方は、準備の都合がありますので、事前にお申し
込みいただきますようお願いいたします。　
お申し込みは郵送、ファックスでも結構です。FAX番号　0942-32-2701　　
同封の申込用紙に記入のうえ、7 月 10日までにお願いします。　  
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こうりん 平成 26年 7月 1日第 82号　

比
叡
山
の
春
、
法
然
上
人
は
道
場
の
障
子

を
開
け
、法
華
三
昧
の
行
法
に
励
ん
で
い
る
。

経
机
に
は
「
法
華
経
」
で
あ
ろ
う
経
典
が
置

か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
突
然
雲
に
乗
っ
た
白

象
が
あ
ら
わ
れ
た
。
象
の
上
に
は
普
賢
菩
薩

が
乗
っ
て
い
る
。

普
賢
菩
薩
の
信
仰
は
「
法
華
経
」
の
「
普

賢
勧
発
品
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
平
安
時

代
、
特
に
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。

普
賢
菩
薩
は
「
無
量
寿
経
」
の
中
に
菩
薩

の
筆
頭
と
し
て
出
て
く
る
。
釈
迦
仏
の
脇
侍

で
あ
り
、慈
悲
を
つ
か
さ
ど
る
菩
薩
で
あ
る
。

法
華
三
昧
は
「
法
華
経
」
に
よ
っ
て
行
う

も
の
で
、
道
場
を
厳
浄
し
、
自
分
の
身
を
浄

め
、
仏
を
供
養
，
礼
拝
し
、
六
根
の
懺
悔
、

誦
経
、
座
禅
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

法
然
上
人
は
諸
宗
の
教
理
に
精
通
し
て
い

た
が
、
学
問
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
修
行
も

行
っ
て
証
果
を
得
て
い
る
。
と
く
に
常
行
三

昧
は
よ
く
行
わ
れ
た
一
つ
で
あ
る
。

九
十
日
間
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
を

と
な
え
な
が
ら
、
本
尊
阿
弥
陀
仏
の
周
囲
を

め
ぐ
る
こ
と
で
あ
る
。

お
名
号
を
と
な
え
る
こ
と
は
、
十
方
の
仏

の
名
を
と
な
え
る
の
と
同
じ
功
徳
に
な
る
と

い
う
考
え
方
か
ら
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
』
で
は
比
叡
山
の
黒
谷
と
い

う
別
所
に
籠
っ
て
静
か
に
「
法
華
経
」
を
読

み
行
法
を
勤
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

早
く
か
ら
助
念
仏
を
す
る
隠
遁
聖
が
出
入

り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
貴
族
と
の
関
係
も

深
か
っ
た
が
、
や
が
て
唱
導
聖
を
通
し
て
庶

民
と
の
連
な
り
も
芽
生
え
た
。

し
か
し
、
法
然
上
人
が
登
山
し
た
こ
ろ
の

黒
谷
は
、
持
戒
持
経
を
行
う
考
え
が
ま
だ
強

か
っ
た
。

法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
い
た
と
き
に

は
、
夢
中
で
善
導
大
師
と
対
面
し
て
励
ま
さ

れ
た
。
ま
た
晩
年
に
は
三
昧
を
発
得
し
、
阿

弥
陀
さ
ま
の
影
向
が
よ
く
あ
っ
た
。
当
時
の

夢
は
修
行
の
成
果
を
の
正
し
さ
を
実
証
す
る

た
め
役
立
っ
た
。
だ
か
ら
普
賢
菩
薩
の
出
現

も
、
成
果
を
証
明
す
る
大
切
な
証
拠
と
な
っ

た
。

法
然
上
人
絵
伝　
　

第
七
巻
第
一
段

　
　
　
　
　
　
　
　

法
然
上
人
の
法
華
三
昧
に
際
し
、
普
賢
菩
薩
が
出
現
す
る

釈
尊
の
生
涯　
病
に
倒
れ
る

釈
尊
の
伝
道
生
活
は
そ
の
人
そ
の
人
に

適
切
な
教
え
を
説
き
つ
つ
各
地
を
巡
っ
て
、

八
十
の
齢
を
迎
え
る
ま
で
、
四
十
五
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
に
着
か
れ
た
時
、

ち
ょ
う
ど
長
い
雨
期
が
始
ま
っ
て
高
い
湿
度

と
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
釈
尊
は
、
疲
労
の
か

さ
な
り
も
あ
っ
て
、
つ
い
に
病
魔
に
倒
れ
ら

れ
た
。
常
侍
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
師
と
永
久
に

別
れ
る
時
が
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
、
彼

は
そ
れ
と
な
く
釈
尊
に
教
え
を
乞
う
た
。

釈
尊
は
「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
私
は
人
々
に

隠
し
立
て
す
る
よ
う
な
秘
密
の
奥
義
を
持
っ

て
い
な
い
。
私
が
死
ん
だ
の
ち
は
、
自
己
を

灯
明
と
し
て
自
己
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
、
法

を
灯
明
と
し
て
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生

き
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
私
と
と
も

に
在
る
こ
と
で
あ
る
」
と
説
き
、さ
ら
に
、「
私

は
も
う
齢
を
か
さ
ね
て
老
衰
し
、
人
生
の
旅

路
を
過
ぎ
て
、
八
十
の
齢
を
迎
え
た
。
ア
ー

ナ
ン
ダ
よ
、
こ
れ
は
私
が
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー

リ
ー
を
見
る
最
後
の
な
が
め
と
な
る
で
あ

ろ
う
。」
と
告
げ
、
バ
ン
ダ
村
を
経
て
パ
ー

ヴ
ァ
ー
村
で
チ
ュ
ン
ダ
の
献
じ
た
食
事
を
と

ら
れ
た
。
激
し
い
腹
痛
に
見
舞
わ
れ
、
重
い

病
に
な
や
ま
さ
れ
な
が
ら
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
へ

行
こ
う
と
ア
ー
ナ
ン
ダ
を
促
さ
れ
た
。
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14 日会（お勤めと写経の会）

1, 日時　第 3木曜日に変更になりました。

　時間は午後 3時からです。

2, 場所　2階本堂にて行っております。
　　　どうぞいつでも気軽にご参加下さい。

※（7月は第２木曜日午後 3時より）

3, 納経（聖観世音菩薩像の台座）に納経いた
　します。
納経料　1巻　金 1,000 円です。

カーラビンカ合唱団

　練習日　毎月　第 2、第 4　木曜日
　　　　　午前 9 時 30 分より 11 時 30 分
　　　　　　※変更になる月もあります。

　会　費　2,000 円
　　※随時会員募集しています。
　　　お問い合わせは　無量寺までどうぞ

コンサートのお知らせ

　　期　日　　12月 4日（木曜日）
　　場　所　　ホテルマリターレ創世　

施餓鬼法要はどんな意味があるのでしょう？

施餓鬼会 (せがきえ )

「おせがき」は、「 施餓鬼会 ( せがきえ」「 施食会 ( せじきえ )」などといわれ、各宗派を通じて行われる仏教行事の

一つです。

その由来は、『 救抜焔口餓鬼陀羅尼経 ( くばつえんくがきだらにきょう )』というお経によるといわれています。

それによると、釈尊の十大弟子の一人である 、 阿難尊者 ( あなんそんじゃ ) が、ひとりで瞑想している時、口から

火を吐く一人の恐ろしい餓鬼があらわれ、「お前は 3日後に死んで、我々と同じ恐ろしい餓鬼道に落ちる。」と言い

ました。恐れおののいた阿難尊者が、どうしたらそれを免れることができるかを釈尊に尋ねたところ、釈尊は、「そ

の苦から免れたければ、三宝 ( 仏・法・僧 ) に供養しなさい。また無数の餓鬼たちに食物をほどこして供養した 功徳

( くどく ) により、餓鬼も救われ、その功徳によってお前も救われるだろう。」と答え、姿を消しました。

施餓鬼会(せがきえ)は、釈尊に教えを請い、寿命を延ばすことのできた 阿難(あなん)の説話にもとづく行事であり、

その求めに応じて釈尊が示された修法が施餓鬼会のはじまりとされています。

そして餓鬼だけでなく、先祖代々や広く無縁の 諸精霊 ( しょしょうれい ) を供養し、また、同時にみなさん自身の 

福徳延寿 ( ふくとくえんじゅ ) を願うわけです。

ぜひこの施餓鬼会の機会に、心からお念仏を 称 ( とな ) え、自他ともに救われる 功徳 ( くどく ) を積んでいただき

たいものです。

本来、施餓鬼会の期日は定められていませんが、お寺の年中行事のひとつとして、お盆の頃におこなわれることが

多く、施餓鬼棚に「三界万霊牌」や初盆の戒名を記した位牌を置き、浄水や食物を供え、五如来の「施餓鬼幡」を立

てて法要を営むのが習わしです。


